
令和2年度学校自己評価表（西大和学園中学校高等学校）

A ほぼ達成（80％）

B 概ね達成（60％以上）

C 変化の兆し（40％以上）

D 不十分（40％未満）

No 課題項目 自己評価

英語の授業

国際理解

イマ―ジョン

英語の授業

国際理解

オンライン英会話

国際理解

イマ―ジョン

英語の授業

国際理解

英語の授業

国際理解

イマ―ジョン

英語の授業

国際理解

イマ―ジョン

オンライン英会話

国際理解

オンライン英会話

課題発見力 B

課題解決力 B

 

2

思考力

判断力

表現力

自主課題や任意参加の講座を数多く設けることで、自らのニーズに合わせて英語力を総合的に伸ばしていく契機を用意する。

ネイティブスピーカーとの１：１の英会話の中で、自身の言いたいことを伝える機会を多く設ける。

協同性

主体性

毎回の授業でネイティブスピーカーにより提示される課題について、自分の意見をまとめていく過程を通じ、短い時間で一つの意見

を提示するトレーニングを行う。

中学３年次のアメリカグローバル研修プログラムに向けて、アメリカ合衆国についてまとめたレポートやホストファミリーへの自己
紹介文の作成を英語で行い、教員の添削をはじめとした指導を通じて、正確かつ洗練された表現を会得する。

中学１・２年次は、身近なテーマをもとにグループワークや発表・プレゼンテーション等を通じて、自身の思いを相手に伝えるため
の技法を習得する。また、中学３年次のアメリカグローバル研修プログラムに向けて、ホストファミリーや現地校での会話、ディス
カッションを想定したペア・グループワークを実践する。

音楽や体育の授業において、英語でのやり取りを通じ作品を完成させ、発表を行う。

グループワークを頻繁に行い、毎回構成員を変えることで、様々な生徒と１つの課題に取り組み、支え合う機会を設ける。

体育における運動や、音楽における実習のなかで、課題に対し協同して取り組む機会を設ける。

検定教科書や英字新聞の読解、英語プレゼンテーション動画を視聴し、国内にとどまらず、国際的な諸問題について英語で情報を収

集し理解を目指す。

グループでのディスカッションを通じて、他者の意見に耳を傾け自身の意見との共通点や差異に注目し、多面的な思考力を養う訓練

を行い、グループの意見をまとめ発表する場を設ける。

1 A

日本人教員による英語の授業、ネイティ

ブ教員による国際理解およびイマージョ

ン授業間のカリキュラム協同が十分とは

言えない。今後の外国語学習における４

技能の重視を鑑みて、教員間のミーティ

ングや交流を活発に行っていく必要があ

る。

中学１年次は週２時間、中学２・３年次には週１時間、クラスサイズを半分にしてネイティブスピーカーにより、リスニングやス
ピーキングだけでなく、グループワークやディスカッション、速読などの活動を総合的に行う。

中学3カ年と高校編入1年次に体育、音楽の実技教科オールイングリッシュで実施し、実際に体を動かしたり、実技演習を進めていく
なかで自然と語彙・表現を理解し、その習得を目指す。

中学１年次から授業時間を週５時間確保し、中学英文法の指導のみならず、洋楽等を使用しながら発音・リスニングの指導にも力を

入れる。中学２年次には、早期よりライティングの活動を取り入れ、既習文法をベースに自らの意見を述べる機会を積極的に設け

る。また、中学２・３年次には週１時間、多読の時間を設け、辞書を用いずにアメリカの小学生向けに書かれた洋書講読を行うこと

で、速読力・類推力を養う。加えて、講読中に気になった表現や印象に残ったフレーズから、検定教科書や入試問題演習では養われ

ない実用英語に触れる機会を増やす。4技能の習得

肯定的な意見が中学1年生では75.5％、中学2・

3年生、高校編入1年生は80％以上であった。中

学1年生で肯定的な意見が他学年に比べて低い
理由としては、テストや発表、または外国語を
使用する行事など、英語を実践的に使用する機
会が他学年に比べて少なく、自身の4技能の習
得の実感が低いと考えられる。

意見・要望など
次年度への課題

B

肯定的な意見が中学1年生では77.5%であった

が、他学年は85%以上で、特に高校編入1年生

では94.1%であった。個人やグループで考えを
まとめる作業に対し、その達成を生徒が高く実
感していると考える。

A

中学１年生について、未履修の内容が多

く、扱う題材が限定的になっていること

より、授業進度を上げるとともに、単純

な形容詞や文型などで対応できる異文化

理解の題材を導入していく必要がある。

・チームティーチングによるサポートで生
徒たちの理解度を深める環境整備が進めら
れている。今後は、今まで以上に授業内容
の深化を図っていくうえで、少人数制にし
て会話できる機会を増やすなども授業内容
に合わせて検討してもよい。
・ネイティブスピーカーの教師との授業は
大変有意義であるが、全体的な習熟度から
みて、内容をより高度なものにしていくこ
とも必要であると感じる。
・授業内容の教育的効果の検証と評価、次
年度に向けた修正について学校側とベル
リッツ側での連携を今まで以上に図ってい
くことがよりよいプログラムの構築につな
がるのではないか。
・イマ―ジョン教育を通して、普段から英
語を用いるのが当たり前の環境をつくるこ
とにより、日々の英語の授業内においても
各生徒の積極性が増し、特にリスニング能
力の向上が促進されていると感じる。
・海外研修（ホームステイ、海外探究プロ
グラムなど）において、生徒が現地の人々
に対して積極的に英語でコミュニケーショ
ンをとる姿勢はイマ―ジョン教育によって
醸成されているところも大きいと感じる。
・教科横断型の取り組みであるイマ―ジョ
ン教育は、日常の中の非日常を得ることが
できるという点でも、生徒の刺激や成長に
欠かせないと強く感じる。
・グローバルリーダーの育成という観点か
ら、高校生向けの日常的なプログラムや特
に英語が堪能な中学生向けの特別プログラ
ム、帰国生入試や外国人入試で入学した生
徒対象のプログラムなどがあってもよいと
感じる。

B

英文法をはじめとする基本的ルールの定

着度がアンケート結果と相関が見られる

ことより、早期より学習内容の取りこぼ

しを防ぐためのこまめなフォローや補習

を取り入れていく。

グループで取り組むことへの抵抗を減ら

すことはもちろん、集団活動の必要性や

効果について生徒が認識できるようなア

プローチをする。

肯定的な意見が中学生では約70%～75％であっ

たが、高校編入1年生では85％であった。難易
度の高い内容や課題を扱っているため、中学生
ではその理解度やそれを使用した活動で個々の
生徒に差が生じていると考える。

肯定的な意見が中学1年生では73.9％で、高校

編入1年生では79.2％、中学2・3年生では約

84％以上であった。中学2・3年生では、オンラ
イン英会話の成果がよく出ていると考える。そ
れ以外の活動でも作品制作や、プレゼンテー
ションにより、表現力の習得を実感する生徒が
多かったと考える。

A
今後も発表の機会を継続的に設けていく

ことで、さらなる向上を目指す。

全学年で70～80％が肯定的な意見で、グループ
内での自身の役割などを大半の生徒が見つけら
れていると考える。

その他の取り組み（詳細は別紙参照）

１：ヤングアメリカンズ
　　対象：中学３年生
２：短期留学プログラム
　　対象：中学３年生
３：アメリカグローバル研修プログラム
         高校生ホームステイプログラム
　　対象：中学３年生、高校１年生
４：イングリッシュキャンプ
　　エンパワーメントプログラム
　　対象：中学３年生・高校１年生
５：海外探究プログラム
　　対象：高校１年生
６：模擬国連
　　対象：高校１年生・高校２年生
７：次世代リーダー養成プログラム
　　対象：高校１年生・高校２年生

目指す学校像 磨かれた「知」を備え、豊かな人間性を持ち、世界を舞台に活躍する次世代を担うリーダーを育成する。

重点目標

1.英語を含む外国語の4技能（聞く・読む・話す・書く）を習得。

達
成
度

学校評価 学校関係者評価

年度目標 年度評価

具体的な方策 課題項目の達成状況

2.中学3年次（アメリカグローバル研修プログラム）、高校1年次（海外探究プログラム）等の実践の場

　で4技能を使用するために必要な5つの力（主体性・協同性・思考力・判断力・表現力）を習得。

3.グローバルな視野を広げ、世界で起きていることを自身に置き換え行動することのできる3つの力
（多様性・課題発見力・課題解決力）の習得。

3

多様性

B

中学生や高校生の自主的な学びを促すよ
うな内容を提供していく必要がある。英
語を学ぶフェーズから英語で学ぶに値す
る題材を教科書の枠にとどまらず検討し
ていくことが求められる。

中学３年次および高校１年時の海外訪問

がいちばんの契機と言える。帰国後の事

後学習を充実および継続をすることによ

り、一時的な学びとならぬよう努める。

課題を発見するには自身の考えを言語化
する必要がある。したがって、テーマを
提示する際に自身の考えをまとめる作業
を展開していく。

肯定的な意見が中学1・3年生では約70％、中学

2年、高校編入1年生では約80％であった。行動
しなければならない環境が用意されれば動くこ
とができるが、自ら考え行動する姿勢がまだま
だ低いと考える。

ディスカッションにおいて、一つの意見を正解とするのではなく、様々な意見を正確に理解できるよう促す。
肯定的な意見が中学1・3年生で約75％、中学2

年生、高校編入1年生で約85％であった。高校

編入1年生では、普段の活動に加え、海外探究
でのアジア諸国への訪問の成果がよく出てい
る。

B
毎回異なるネイティブスピーカーが担当し、馴れ合いにならず、常に新しい視点を提供する。

１学年上の題材を扱い、より抽象度の高いトピックに関する知見を学ぶことで、より批判的に物事をとらえる力を醸成する。

様々なリスニング、リーディング教材を通じて、検定教科書のみでは学べないテーマ、判断が一筋縄ではいかない内容について教師

や生徒間のディスカッションを通じて、様々な価値観を理解する。

必ず毎月１～２回、自分の意見をクラス全体で語る場を作り、全体の前で発表する機会を設ける。

中学2・3年次に週1時間、オンライン上でネイティブスピーカーとの１：１のやりとりを実施し、自ら進んで会話をつなぐことでリス
ニング、スピーキングの能力伸長を目指す。

単に発表の場を設けるだけでは「解決」

とは言えない。学外で行われるビジネス

グランプリや次世代リーダー養成プログ

ラムなどの、実際に問題意識を向けた

テーマについて実践を伴う機会を積極的

に導入および推奨していく。

中学３年次のアメリカグローバル研修、また希望者を対象に中学３年次の１～３月の３カ月間実施されるアメリカでの短期留学、高校1年次の海外探
究旅行において、事前に訪問地の文化・歴史・教育・社会情勢等をグループでまとめる作業から現地で調査するテーマを決め、クラスで共有する機会
を設ける。訪問中は、事前学習で見出したテーマの調査に加え、日々の活動を振り返るレポートを作成し、自身のみならず、国際人としてステップ
アップしていくのに必要な考え方、アプローチを見つめる契機を設ける。

中学３年次のアメリカグローバル研修、また希望者を対象に中学３年次の１～３月の３カ月間実施されるアメリカでの短期留学、高校1年次の海外探
究旅行の事後学習において、自身の見つけた課題をグループで共有し、ディスカッションを通して自身が体験したことや他者の意見から自身の考えを
まとめ、全体での発表の機会を設ける。

肯定的な意見は中学3年生で60.9％、高校編入1

年生で85.2％であり、高校1年生ではその成果

をおおむね達成できている。中学3年生では、
教員から与えられていることに満足してしまっ
ている生徒が多数いると考える。

肯定的な意見は中学3年生で66％、高校編入1年

生で90.1％であり、高校1年生ではその成果を

よく達成できている。中学3年生では、課題発
見力と同様、その解決に実感をともなっていな
い生徒が大半いると考える。


